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【目 的】もど し 電顕に よる組織像は 、 構造 の 保存性

に 乏 し い と言われ て い る が、あ る種の 細胞 に お い て

は 、構 造 の 保存性が 良 く、そ の 構造 を特定す る こ と

に よ り、正 確な病理診断 を下す こ とが 出来 る こ とが

あ る 。 今回 我 々 は、以 下 の よ うな方法 で もど し電顕

を行 い 、免疫組織学的 な所見 とを併せ て 、正確 な病

理診断 を 下 す こ とを試 み た 。 【方法1パ ラ フ ィ ン ブ ロ

ッ ク か ら電顕検索の 対象 とな る部位を選択 し、そ の

場所か らメ ラ ニ ン を含 む と思 われ る部分 を 3 × 3 ×

3mm の 大き さで 、楔状に えぐり取 っ た。そ の 後 、

脱パ ラ フ ィ ン を行 い 、水和過程 を経て 、
112 カ ル ノ

フ ス キ
ー

液 に て 固定 し、さらに、オ ス ミウム 酸 で 後

固定 の の ちエ ポキ シ 樹脂 に 包 埋 し、電顕 ブ ロ ッ クを

作成 し た 。 もど し電 顕 に 用 い た パ ラ フ ィ ン ブ ロ ッ ク

は、各種染色 にも用 い た。【結果】46 歳、女性。2003

年 5 月 に 左 第 1 趾 の 径 約 lcm の 腫瘤を近医内科 で 切

除 され た 。 そ の 後同部位に再びび らん を伴 う紅色 の

腫瘤 を形成 し、平成 16 年 5 月には径約 4cm とな り、
近医外科 で 再切除。病理組織 で spindle 　cell　type の 有

棘細胞癌 と診断 され、精査 、追加切除 目的 で 当科 へ

紹 介され た。HE 染色の み で は診断 が つ か ず、免疫

染色 で は S−100、cytokeratin がそれぞれ
一

部に陽性 、
HMB −45、　 CD34 、　 PAS 、　 CEA は 陰性 で あ っ た 。こ の

時点 で は 上 皮系 の 悪性腫瘍や、悪性 黒色腫な どが考

え られ た。FDG −PET で 肺及び 左 鼠径 リン パ 節に転移

を認 め 、リン パ 節 生 検 を行 っ た 。肉眼的 に ご く
一

部

に点状 の 黒色斑 を認 め た。パ ラ フ ィ ン 切片で の リン

パ 節 の 免疫 染色 で は S−100 陽性 、cytokeratin 、HMB −45、
CEA が

一
部 に 陽性、　 CD34 は 陰性 で あ っ た 。肉眼的

に黒色 の 点に 見 え た 部分 をパ ラ フ ィ ン ブ ロ ッ ク か ら

の も ど し 電顕 で 観 察し た とこ ろ、多数 の フ リ
ー

メラ

ノ ゾー
ム を細胞質 内 に 認 め 、悪性黒色 腫 （clear 　 cell

sarcoma ）と確 定診断 し た。【考察】メ ラ ノ ゾーム は

非常に強 固な構造物 と考え られ、蛋 白分解酵素、物

理 ・化学 的破壊 に 強 い 耐性 を示 す こ と が 知 られ て い

る。ホ ル マ リン 固定、ア ル コ
ー

ル 脱水 、パ ラ フ ィ ン

包埋、キ シ レ ン に よる脱 パ ラ フ ィ ン な どの 化 学的浸

襲が あ っ て もそ の 構造 は比 較 的良 く保 た れ て い る。
こ の 特性 を利用すれ ば、パ ラフ ィ ン ブ ロ ッ ク か らの

もど し電顕 で も悪性 黒色腫 の 診 断をつ け る こ とが出

来 る と考え、事実 、今回 の 結果もそ の よ うに な っ た 。

　 近年、地球規模 で の 両生類 の 減少が報告 され て い

る 。 紫外線 、酸 性雨等 の 影響や生育環境 の 破壊 等様 々

な要因が考え られ るが、初期発生か ら成体 まで 、そ

の 生涯にお い て 、環境 水 の 影響 を大 き く受ける両生

類で は 、環境 水 に 含 まれ る 内分泌攪乱化学物質 が 発

生 生 育に多 大 な影 響 を与 え て い る（阿部 ＆ 佐 々 木

2002；吉野 et．　al．2004）。本研 究 は、ア ズ マ ヒ キガ エ

ル 卵 を用 い て 環堤 ホ ル モ ン 含有濃度や温度 の 変動 に

よ っ て 、中軸器官 で ある脊 索 か ら脊椎 へ の 作 り替 え、
発生過程にお よぼす影響 を細胞化学的 に追究す る。

【材 料 と方 法 】 ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル （Bufo　japonicus
forumos”s）32 細胞期胚 、桑実胚、尾 芽胚（各 50 個体）、
内分泌攪乱化学物質 として ビ ス フ ェ ノ

ー
ル A （BPA ）、

フ タ ル 酸 n一ブ チ ル （DBP ）の 10
’4M 〜10

』7M
飼育試験水。

飼育条件（1）22± ℃ 定温 （2）日内変動温度 15土 ℃ （14

時間）
〜22℃（10 時間）。

【結果 と考察 】野外環境 に 近 い 低温 の 飼育条件（2）下
で は い ずれ の 飼育水 で も 生 存率高 い （99 ％ ）傾向 を示

し た。BPA で は、尾 部形成不全が 外部形 態的に 顕著
で ある。光顕的 に HE 、ア ル シ ア ン 青、ア ザ ン 染色

に よ り頭尾軸 の 背 方彎曲、口 器 、顎軟骨 、脳脊髄、
眼域 、腸 、脊 索、外 鰓等 の 形成不全を認 め た。DBP

で は 、変態期前後 に 著 し く水 泡化、浮 腫 を 伴 っ た 異

常や 、生 長遅滞個体が 認 め られ た。
　 更 に 免疫組織化学的に抗 コ ン ド ロ イ チ ン 4 硫酸、6
硫酸 、抗 ケ ラ チ ン 硫 酸 を 用 い て 脊索等結合組織層 の

形成を調査する。
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